
回におよぶ船外活動など、星出宇宙飛行士の軌
道上での活動について分かりやすくまとめてい
ますので、ぜひご覧ください。
　また、星出宇宙飛行士＆「きぼう」日本実験棟
検定＜初級編＆上級編＞などの参加型企画も引
き続き公開しています。

　星出宇宙飛行士長期滞在ページに、星出宇
宙飛行士の ISS 長期滞在中における活動を
まとめた総括ページを公開しました。
　ソユーズ宇宙船（31S）による打上げと帰
還、「きぼう」での実験や小型衛星放出技術
実証ミッションに関する作業、宇宙ステー
ション補給機「こうのとり」3号機（HTV3）
など ISS を発着した宇宙機に関する作業、3

Pick Up 星出宇宙飛行士の ISS 長期滞在中の活動をまとめた総括ページ公開中！

小型衛星放出技術実証ミッションの準備を行う星出
宇宙飛行士（出典：JAXA/NASA）

■星出宇宙飛行士と共に働く現場職員が、あなたの
　質問に答えます！　～回答編～　　　　　
　http://iss.jaxa.jp/iss/jaxa_exp/hoshide/
　question/answer/

■星出宇宙飛行士&「きぼう」日本実験棟検定
　http://iss.jaxa.jp/iss/jaxa_exp/hoshide/quiz/

■星出宇宙飛行士長期滞在総括　　　　
　http://iss.jaxa.jp/iss/jaxa_exp/hoshide/result/

11月29日朝、星出宇宙飛行士はJAXA
ヒューストン駐在員事務所と東京事務所、
ワシントン駐在員事務所をテレビ会議で
接続して行われた帰還後記者会見に参加
しました。
星出宇宙飛行士は、冒頭の挨拶で、「あっ

という間の4ヶ月でした。最後の2週間は
これで帰ってしまうのが寂しく、名残惜
しい気持ちが強かった。非常に楽しい時間
を過ごさせていただきました」と国際宇宙
ステーション（ISS）長期滞在について語
るとともに、地上の運用管制チームの支
援や皆様からの応援に対する感謝を述べ
ました。

挨拶の後、質疑応答が行われました。自
身が取り付けた「きぼう」日本実験棟船内
実験室に再び戻った感想や、帰還後のリ
ハビリテーションの経過についてなど、
報道関係者からの多岐にわたる質問に、
星出宇宙飛行士はひとつひとつ丁寧に答
えました。
「きぼう」船内実験室についての質問に、
星出宇宙飛行士は、ISSへの取付け直後
と比較して「良い意味で手垢が付いてお
り、『使ってもらっている、実験してもらっ
ている』場になっていました」と語りまし
た。また、リハビリテーションに関する質
問については、「現在、非常に厳しいイン

ストラクターのもと、リハビリ中で体を
戻しています。自分では90%は回復した
感じがします」と述べました。
今後、星出宇宙飛行士はNASAジョン

ソン宇宙センター（JSC）を拠点として医
学検査やリハビリテーションを引き続き
行うとともに、ISS長期滞在に関する技
術報告会の準備などを行う予定です。

星出宇宙飛行士が米国ヒューストンから帰還後初の記者会見に参加

Website info

星出宇宙飛行士ISS長期滞在
http://iss.jaxa.jp/iss/jaxa_exp/hoshide/
星出宇宙飛行士Twitter
https://twitter.com/Aki_Hoshide

ト ピ ッ ク ス

星出宇宙飛行士帰還後記者会見
http://iss.jaxa.jp/iss/jaxa_exp/hoshide/news/
121129_ho_press.html

帰還後初めての記者会見に参加する星出宇宙飛行士（出典：JAXA）
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ウィークリーニュースメーリングサービス登録 http://iss.jaxa.jp/weekly/
※特に断りのない限り日付は日本時間です。
※ 「ISS・きぼうウィークリーニュース」に掲載された記事を転載する場合、本ウィークリーニュースから転載した旨を記述ください。

お問い合わせ https://ssl.tksc.jaxa.jp/iss/help/ホームページ http://iss.jaxa.jp/
問い合わせ先：宇宙航空研究開発機構 宇宙ステーション・きぼう広報・情報センター

SPACE@NAVI-Kibo WEEKLY NEWS　http://iss.jaxa.jp/library/video/category/WEEKLY NEWS
「きぼう」や ISS の最新情報を映像でお届けするウィークリービデオニュースはこちらをご覧ください。

more information

インターネットなどからの寄附金募集中、宇宙航空研究開発の発展のために皆様のご支援をお願いいたします！
http://www.jaxa.jp/about/donations/index_j.html
JAXA は、宇宙航空研究開発を応援してくださるお気持ちを広く受け入れるため、インターネットなどから簡易に実施できる寄附金の募集を行っています。
詳細はホームページをご覧ください。宇宙航空研究開発のさらなる発展のため、広く皆様からのご支援をお待ちしております。

筑波宇宙センターにて星出宇宙飛行士＆「こうのとり」3 号機企画展『母なる地球から、旅立つあなたへ』開催中！
http://www.jaxa.jp/visit/tsukuba/topics_j.html
星出宇宙飛行士と「こうのとり」3 号機について紹介するパネル展示、ソユーズ宇宙船の帰還カプセルの実物大模型やロシアのソコル宇宙服の展示など
盛りだくさんです。ぜひ、ご家族やお友達と一緒にお越しください。

「Mission X チャレンジ 2013」 2013 年 1 月 14 日から 3 月 15 日にかけて開催、参加団体募集中！（参加登録締切：2012 年 12 月 14 日）
http://iss.jaxa.jp/med/missionx/
世界各地の 8 歳～ 12 歳の児童が、宇宙飛行士の健康管理を題材とした体験型共通プログラムに同時に取り組んで交流し、食事や運動習慣の大切さを学ぶ

「Mission X チャレンジ 2013」の参加団体を募集しています。詳細はホームページをご覧ください。皆様のご参加をお待ちしています。

最初のISS構成要素打上げから5128日経過
今 週 の 国 際 宇 宙 ス テ ー シ ョ ン

新たに第34次長期滞在クルーに加わる
ハドフィールド宇宙飛行士ら3名は、ソ
ユーズ宇宙船（33S）の打上げに向け、ロ
シアのガガーリン宇宙飛行士訓練セン
ター（GCTC）で 11 月 27 日から 28 日に
かけて行われた最終試験にバックアップ
クルーとともに合格し、33S搭乗クルー
として正式に承認されました。

ハドフィールド宇宙飛行士らを乗せた
33S は、12 月 19 日にカザフスタン共和
国のバイコヌール宇宙基地から打ち上げ
られ、12 月 21 日に国際宇宙ステーショ
ン（ISS）へドッキングする計画です。

NASA、ロシアを含む ISS 計画の国際
パートナー各極の合意により、2015年春

頃から2016年春頃にかけてISSに1年間
滞在するクルーとして、スコット・ケリー
宇宙飛行士（NASA）とミカエル・コニエ
ンコ宇宙飛行士（ロシア）の2名を任命し
たことが発表されました。

ISS では初めてとなる 1 年間の長期滞
在は、将来的な惑星探査などの有人宇宙
活動に向けて、医学的なデータなどを取
得することを目的としています。

現在の計画では、JAXAの油井宇宙飛行
士が第 44 次 / 第 45 次長期滞在クルーと
して 2015 年 6 月頃から約 6 ヶ月間 ISS
に滞在することが既に決まっており、油
井宇宙飛行士はケリー宇宙飛行士らと
ISSで生活を共にすることになります。

33S 搭乗クルーが正式に承認、ISS に 1 年間滞在するクルーが発表される

Website info

Expedition 34 Crew
ISS滞在40日経過
ケビン・フォード（コマンダー、NASA）
オレッグ・ノヴィツキー（ロシア）
エヴゲニー・タレルキン（ロシア）

国際宇宙ステーション（ISS）
http://iss.jaxa.jp/iss/

12月21日からISS滞在開始予定
クリス・ハドフィールド（CSA）
トーマス・マーシュバーン（NASA）
ロマン・ロマネンコ（ロシア）

ISS第34次長期滞在クルー 6名
（出典：JAXA/NASA）

船内実験室運用開始から1643日経過
今 週 の き ぼ う

「きぼう」での実験（各実験の詳細はこちら）
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/

マランゴニ対流実験紹介ページ
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/theme/first/marangoni/

水棲生物実験装置（AQH）
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/pm/mspr/area/aqh/

多目的実験ラック（MSPR）
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/pm/mspr/

REX-J特設サイト
http://robotics.jaxa.jp/rexj/rexj_topics.html

NanoStep実験紹介ページ
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/theme/second/
nanostep/

ポート共有実験装置（MCE）
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/ef/mce/

Microbe実験紹介ページ
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/theme/second/
microbe/

YouTube Space Labホームページ
http://www.youtube.com/spacelab/

受動積算型宇宙放射線線量計（PADLES）
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/pm/padles/

Resist Tubule実験解説ページ
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/theme/second/
resisttubule/

「きぼう」日本実験棟船内実験室では、
多目的実験ラック（MSPR）の水棲生物実
験装置（AQH）で「メダカにおける微小重
力が破骨細胞に与える影響と重力感知機
構の解析」（Medaka Osteoclast）実験を、
流体実験ラックの溶液結晶化観察装置

（SCOF）で「微小重力における溶液からの
タンパク質結晶の成長機構と完全性に関
するその場観察による研究」（NanoStep）
の3回目の実験を、それぞれ引き続き行っ
ています。

「きぼう」船外実験プラットフォームで
は、ポート共有実験装置（MCE）に搭載し
た5種類のミッション機器による実験運
用を継続しています。そのほか、宇宙環
境計測ミッション装置（SEDA-AP）と全
天 X 線監視装置（MAXI）の観測運用、超
伝 導 サ ブ ミ リ 波 リ ム 放 射 サ ウ ン ダ

（SMILES）の後期運用などが続けられて
います。

ホームページでは、MAXI サイエンス
ニュースを随時掲載しています。最新号

の44号では、白鳥座で極超新星の痕跡を
発見した可能性についてお伝えしていま
す。そのほか、50年ぶりに脚光を浴びる
さそり座X線源の仲間など、毎号大変興
味深い話題を掲載していますので、ぜひ
ご覧下さい。

「きぼう」での実験などを継続、MAXI サイエンスニュース最新号公開

Website info

Medaka Osteoclast実験紹介ページ
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/theme/second/
medakaosteoclast/

MAXIサイエンスニュース
http://iss.jaxa.jp/kiboexp/ef/maxi/news.html

http://iss.jaxa.jp/library/video/category/WEEKLY NEWS

	510号_01.pdf
	510号_02.pdf

